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れいめい衛星観測による Inverted-V領域におけるオーロラ電子・ピッチ角分布の特
性
Event and statistical studies on energy and pitch angle distribution properties of electrons
in Inverted-V structures
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Ｖ字静電ポテンシャルによって加速された Inverted-V電子のエネルギーやピッチ角分布の微細構造は、加速領域にお
けるＶ字静電ポテンシャルの構造や変動を反映したものであると考えられる。これまで、ロケット観測によるオーロラ
アークの端での沿磁力線方向の電子ビームや、AE-D衛星による Inverted-V領域の垂直方向成分と降下方向成分の電子フ
ラックス比の時間変化などが報告されており、ピッチ角分布の変動は非常に興味深い。しかし、Inverted-V電子のピッチ
角分布の微細な変動について着目した例は数少なく、さらにオーロラ発光構造と比較することはオーロラ電子加速領域
の理解においても重要である。従って、本研究ではオーロラ粒子とオーロラ発光を高時間・高空間分解能で同時観測を
行うれいめい衛星のデータを用いた。
れいめい衛星により、Inverted-V領域におけるオーロラ電子のピッチ角分布には特徴的な変動が観測されており、Inverted-

V 領域の端では降下方向成分の電子のフラックスが継続して卓越する傾向がある。これは、慣性アルフベン波によって
沿磁力線方向に加速された電子が存在していないところでも確認されている。しかし、V 字静電ポテンシャルの両端で
は、磁力線に垂直方向の電場が卓越するため、降下方向成分の電子フラックスが増加するというは考えにくい。
そこで、Inverted-V領域における電子の起源を見積もったところ、Inverted-Vの端では中心に比べ密度が高く、温度が

低い傾向があることが分かった。これは、加速領域高度に存在する背景電子であると推定でき、継続して加速領域内に
供給されていると考えられる。また、オーロラ構造や変動と比較したところ、このような電子はオーロラ形態によらず
に観測されることが分かった。これらの結果が静電ポテンシャル構造による加速だと仮定すると、極域磁気圏に存在す
る静電ポテンシャルによって加速されたものであると考えられる。


